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国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学 

第１２１回経営協議会議事要録 

 

 

日  時   令和７年６月２０日（金）１３：００～１４：４８ 

場  所   北陸先端科学技術大学院大学 第１・第２会議室（JAIST国際ｾﾐﾅｰﾊｳｽ１階） 

出 席 者   寺野稔（議長）、永井由佳里、飯田弘之、河野広幸、黒田壽二、細野昭雄、 

井熊均、岩澤康裕、小俣一夫、金井豊、小原奈津子及び中尾正文の各委員 

欠 席 者   仲井培雄、馳浩委員 

オブザーバー 谷口徹監事、水野一義監事、上原隆平研究科長、丹康雄副学長、水田博副学 

長、小泉副学長、神田陽治副学長、永田晃也副学長、西村拓一副研究科長、 

田中清史副研究科長、大島義文副研究科長、林幸雄融合科学共同専攻長及び 

米田石川県企画振興部課長 

 

議事に先立ち、議長から、事前に送付した第１２０回経営協議会の議事要録（案）につい

て、資料１に基づき説明があり、原案のとおり承認された。 

 

＜意見交換＞ 

１ 研究面での取組みについて 

永井理事から、研究面での取組みについて、資料２に基づき説明があった。 

 

２ 教育面での取組みについて 

飯田理事から、教育面での取組みについて、資料３に基づき説明があり、その後、意見 

交換が行われた。 

 

・日本人学生数はどれくらい減っているのか。大学としては研究成果を出しているのに、日

本人の入学者が増えることにつながっていないのは問題ではないか。今後どのような対策

を行っていくのか教えてもらいたい。学生が飛びつくような研究内容をアピールすること

も必要ではないか。 

 ⇒過去10年間遡ると日本人学生は横ばいだが、全体で見ると外国人留学生が増えてきてい
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る。日本人志願者を増やすことは大きな課題になっている。学生募集は独立しているも

のではなく、教育・研究と一体化することや、志願者のニーズに応えていくことが必要

だと感じている。JAIST変人ラジオや、若い世代に影響力のあるユーチューバーを活用

したりしながら宣伝を行っており、これからも引き続き広報活動を行っていく。 

 

・入学時にどのくらいの日本語能力を求めているのか。また、入学後にどれくらい日本語教 

育を充実させているのか。 

 ⇒本学では十分な数の講義が英語で開講されており、日本語能力がなくても修了できる 

環境になっている。入学後の日本語教育については、現在日本語の語学科目は開講して 

いないが、能美市の方がボランティアで大学に来て日本語を教えてくれている事例があ 

る。 

 

・修了後、日本で就職を希望する留学生にとって日本語を学ぶことは重要だが、さらにグロー 

バルに活躍することを志す留学生にとっては日本語をわからなくても修了できる点は魅 

力的だと思うので、広く宣伝して、外国人留学生の入学へのハードルを低くしてもらえれ 

ばと思う。 

 

・留学生が修了した後に日本の企業に働くのは何割くらいか。現在日本は非常に人口も減少 

しており、理系の志望者もとても少ないという状況。留学生をいかに日本に定着させ、日 

本の企業・社会に貢献してもらうかという視点が重要になっている。そのような修了生を 

JAISTから輩出するという視点からの取り組みは重要だと思う。 

⇒およそ半数程度の留学生が日本に残るという印象。 

⇒日本に貢献したいという意識の高い留学生を育てて、日本に定着してもらうということ 

は必要と考えている。 
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議 事 

＜審議事項＞ 

１ 令和６年度自己点検・評価報告書について 

  評価室長から、令和６年度自己点検・評価報告書について、資料４に基づき説明があり、 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

なお、追加・修正の必要等が生じた場合の対応については、学長に一任された。 

また、学外者による検証の実施にあたり、大学経営の視点からも検証することが必要と 

 の考えから、経営協議会学外委員の方々に検証委員をお願いしたい旨、学長から併せて説 

明があった。 

 

２ 大学機関別認証評価自己評価書について 

  評価室長から、大学機関別認証評価自己評価書について、資料５に基づき説明があり、 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

なお、追加・修正の必要等が生じた場合の対応については、学長に一任された。 

 

３ 令和６年度決算について 

  会計課長から、令和６年度決算について、資料６に基づき説明があり、審議の結果、原 

案のとおり承認された。 

 なお、追加・修正の必要等が生じた場合の対応については、学長に一任された。 

 

４ 令和８年度概算要求について 

  会計課長から、令和８年度概算要求について、資料７に基づき説明があり、審議の結果、 

原案のとおり承認された。 

  なお、追加・修正の必要等が生じた場合の対応については、学長に一任された。 

 

５ 研究拠点（ネオ・エクセレントコア）等の設置について 

  永井理事から、研究拠点（ネオ・エクセレントコア）等の設置について、資料８に基づ 

き説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

６ 学内規則の制定改廃 

 ・学則の一部改正について 

総務課長から、学則の一部改正について、資料９に基づき説明があり、審議の結果、原

案のとおり承認された。 
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・職員給与規則等の一部改正について 

人事労務課長から、職員給与規則等の一部改正について、資料１０に基づき説明があり、

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

 

＜報告事項＞ 

１ 令和７年度会計監査人の選任について 

  監査室長から、令和７年度会計監査人の選任について、資料１１に基づき報告があった。 

 

２ 令和８年度施設整備費補助金概算要求事業について 

  施設管理課長から、令和８年度施設整備費補助金概算要求事業について、資料１２に基 

づき報告があった。 

 

３ 令和６年度経営協議会学外委員等からの意見と対応状況について 

  学長から、令和６年度経営協議会学外委員等からの意見と対応状況について、資料１３

に基づき報告があった。 

 

４ 令和７年４月入学者数について 

  教育支援課長から、令和７年４月入学者数について、資料１４に基づき報告があった。 

 

５ 最近の本学の活動状況について 

  広報室長から、最近の本学の活動状況について、資料１５に基づき報告があった。 

 

＜その他＞ 

１ 次回の開催について 

  議長から、次回の本協議会の開催を令和７年９月１９日（金）に予定している旨の説明

があった。 
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資料 

１ 第１２０回経営協議会議事要録（案） 

２ 研究面での取組みについて 

３ 教育面での取組みについて 

４ 令和６年度自己点検・評価報告書について 

５ 大学機関別認証評価自己評価書について 

６ 令和６年度決算について 

７ 令和８年度概算要求について 

８ 研究拠点（ネオ・エクセレントコア）等の設置について（案） 

９ 北陸先端科学技術大学院大学学則の一部改正について（案） 

10 国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学職員給与規則等の一部改正について（案） 

11 令和７年度会計監査人の選任について 

12 令和８年度施設整備費補助金概算要求について 

13 令和６年度経営協議会学外委員等からの意見と対応状況について 

14 令和７年４月入学者数について 

15 最近の本学の活動状況について 

 


